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	No
	取り組んだ課題
	目　的
	協議および実施結果

	１
	障がい児とその家族、関係者向けの「市内障がい者施設等の地図」の内容の検討
	障がい児者の理解促進

	足利市社会福祉協議会と市役所が作成したトイレマップをもとに足利市内の障がい者施設等の地図を作成することを協議・企画。ベースとなるデータを作成し、訂正意見などをもとに、現在具体的な地図を作成するため、地図の作成を依頼しようとしている事業所へ打診中。また、予算については、足利市社会福祉協議会の方でとちのみ基金(約20万円)の確保ができたと報告あり。次年度も継続して協議する。

	２
	安心キットの記載内容に障害手帳の有無の記載を追加することの検討
	障がい児者の理解促進

	足利市社会福祉協議会が開催した安心キット意見情報交換会(第1回：令和元年7月2日、第2回：同年8月1日、第3回：令和2年1月31日)の全3回へ出席し、地域支援部会2Gとして、今後は障がい者の方も使えるようにとの意見を伝え、安心キット記載書類に障害者手帳の有無などを書き込む部分を追加してもらった。令和2年度から、今回意見情報交換会で作成した新たな安心キットが配布される予定。

	３
	お陽様カフェの周知方法についての検討
	障がい児者の理解および交流の促進

	今後のお陽様カフェの周知方法について協議し、パンフレット制作やポスター制作の検討を行った。また、足利市内の障がい者施設の方の出席方法やイベント内容などの企画・変更などを今後足利市社会福祉協議会の方で検討していくとのこと。地域支援部会としても何か協力できる部分で協力していくこととなった。
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	No
	取り組んだ課題
	目　的
	協議および実施結果

	１
	お陽さまカフェの周知について
	地域での障がいの理解を促進する
	・お陽さまカフェは、コロナの影響で開催できていない状況。やり方を考えながらポスター等を作成し周知していく。

	２
	安心キットの活用の周知について
	安心キットの対象が障がい者にも拡大したことを知ってもらい、活用してもらう。
	・障がい児者のプライバシーへの配慮をしつつ、民生委員を通しての周知と障害福祉事業所から周知するのはどうか。ポスターやパンフレットを作成し、配布して掲示してもらうことで周知が図れるのではないか。

	３
	足利市障がい児者施設マップの作成および配布について
	障がい児者の施設の周知を促進し、必要な人に活用してもらう
	・色合いや写真などの校正の件で意見交換し、マップの校正を行い、令和3年3月に2万部作成するこ
とが出来た。マップは、市役所および公民館と掲載施設等に配布して活用してもらうよう依頼した。


